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幼児の発話の構造と発達
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1　9的と対象
　この小研究は，国立国語研究所報告50『幼児の文構造の発達』（秀英出版・昭
秘8年3月，大久保愛撞当）に用いた資料「幼児のことぼカード集1～6」よ
り，三こまの絵を見て幼児が話したもののうち，「くまとねずみ」を用いて，
幼児の発話（書きことばでは文章）の構造と発達を見たものである。
　発話（utterance）とは，「同一の尋人による任意の長さの談話で，前とあと
とが沈黙によって区切られ，文法的に独立性をもっているものをいう。一つの
発話が～つの文から成っていることもあり，二つ以上の文をその中に含むこと
もある。また，発話という単位は，分析をなんらほどこしていない対象，つま
り，そこから分析が出発すべき素材と考えられており，厳密な規定を伴うこと
なく用いられている場合が多い。」（安井稔編『新書語学辞典』研究社，昭和46年）
と書かれているものがあるが，この研究では，調査者の返答とか発問によっ
て，幼児の発言がたち切られるまでを一発話と見て，その構造と発達を調べて
みようとしている。調査者のあいつちは問題にしていない。この調査者とは，
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幼児から話をひきだそうとして，発問をしたりして，幼児の相手をつとめてい
るもので，ここでは筆者である。
　「くまとねずみ」の絵を図示する。（282ぺ）
　対象幼児は，東京の幼稚園，保育園各二園ずつ，四四園である。年齢と入興
は次のようである。
　　年少児（3歳3～4歳4）69名一　4クラス
　　年中児（4歳1～5歳6）121名一6クラス
　　年長児（注）（5歳5～6歳6）115名一4クラス
　（注）幼稚園・保育園の年齢分けは，通常，年少児・年中児・年長児というふうによ
　　ばれている。そこでここでもこの用語を用いた。3歳児クラス・4歳児クラス・5
　　歳児クラスと同じ意味に用いている。
　これら幼児を調査考のいる別室に遡れてきて話させ，それを録音し，文字化
したもののうち，「くまとねずみ」の絵について話した部分が，前にものべた
が，この小研究の資料なのである。
2　幼児の絵に対する反応（話）のタイプ
　「くまとねずみ」の三こ重の絵について話すように求められたら，筆者だっ
たら次のように説明する。（数字は三こまの絵の順を示す）
　U＞くまがねずみを遍いかけていたら，②ねずみが道路に飛び出たので，くま
も追いかけて道路に出たら，（3）ダンプカーが来て，工匹ははねとばされた。
　（2）くまがねずみを追いかけています。（2｝そしたら，ねずみが道路に飛び出た
．ので，くまも追いかけて道路に出ました。（3｝そしたら，ダンプカーが来たから
二三ははね飛ばされてしまいました。
　この原霞→結果を含む三こまの絵を，幼児は以下にのべるようなタイプで話
しているのである。
2．　1　rこの絵はどういうお話か」という調査考’の発問に対して，だまって話
　さない幼児が，年少・年中児にはいるが，年長児にはいない。けれど，「ワ
　カラナイ」　と言って，それきり黙ってしまう幼児が，年中・年長児にはい
　る。また，「ワカラナイ」とは言うが，のち，調査者の発問を待って話しは
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じめる幼児もいる。
2．2調査春の「じゃ，この絵は何でしょうね」という発問に対して，まず，
　「コレ？」「コレ　コッチカラ？」とか，「ネズミト　ナンダ　コレ？」とい
う質問を調査者にしてから，おもむろに話し出す幼児がいる。この中には，
絵の中の動物その他，わからないことをたしかめるためにたずねる幼児と，
調査者の「これは何の絵でしょう」の意の「これは？」に対して，必ず「コ
レ？」という聞きかえし質問をする（エコラリー）習慣の幼児がいる。前者
は年少児に少なく年中・年長児に多い。エコラリーの例は次のようである。
以下にのべる用例のひらがなは調査者，かたかなは幼児。幼児の用例の中の
かっこのものは，録音が闘きとりにくかったが，このように聞こえたという
もの。文末に；のついている文は成分の倒置あるいは補足のしるしである。
〔　〕は注である。
　○これは？／コレ？　ブタ。／これは？／コレ？　ネズミダヨ。（年少，3歳8）
　○じゃ　これは？　こっちからよ。／コッチ？／そう。（年中，4歳3）
　○こんど　これは？／コレ？　クマサンガ　ネズミニ〔を〕オイカケテンノ。（年中，
　　4歳11）
次のような例も見られる。必ず「コレ？」と念を押して聞くのである。
　○こっちからずっとお話してみて。／コレハネ　ネズミガ　ニゲテネ　クマガ　ニゲ
　　タノ。／それで？／コレ？／うん。／ソレカラ　ネズミガネ　ニゲテ　ソシテ　ク
　　マモ　ニゲタノ。／それで？／コレ？　ソレカラ　コレハネ　ウントネ　ネズミガ
　　ウエニ　ァガッテ　クマモ　ウエニ　アガッチャッテ　ソシテ　ダンプカー　キタ
　　ノ。（年串，4歳1）
2．3一発話が終わるとだまってしまって，調査者の発問を待って次の話を続
けるという幼児がいる。一発話で話が十分みたされていないので，調査者が
発問するのだが，調査者の発問が二巴，三回ある場合もある。調査者が発問
　　　　　　　　　　　　　　ませずだまって待っていると，間はあるが，ぽつりぽつり話す場合もないこと
はないが，一語文とか短かい文の一発話だけで幼児がだまってしまう場合が
多い。調査者の発問が入る形式は，年少児に多く，ついで年中児で，年長児
には少ない。内容を十分にはのべられなくても，話そうと思っていることを
二つあるいは三つ以上の文にして，一気に話すのが年長児なのである。どの
ようなタイプか年少・年中・年長児の例をあげる。
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　○クマガ　ネジュミヲ　タベヨウト　オモッタノ。／そしたら？／センガ　チュイ
　テ（ル）　トコ　アブナイカラ　トオレナイカラ　ハジヅコカラ　イッタノ。／で，
　　どうなったの？／ソレデ　ダンプカー　ツナヲ　ダシテ　コレラ　ビックリガエシ
　　チャッタ。（年少，3歳8）
　○ネズミガ　サキ　イテネ　オイカケテ　キ・タノ。／何が？／ウント　クマ。／追い
　　かけてどうした？／ネズミガ　ココカラ　ピョント　トンダノ，（年中，4歳3）
　○ジドウシャガ　コワレチャッタ。／こっちからよ。／コッチカラ？／うん。／コレ
　　ガ　ミタノ。／くまが見たのね。侮をみているの？／コレ。／これって何？／ネズ
　　ミ。／うん。／クマガネ　マタネ　ネズミン　トコ　ミテンノ。ジドウシャガ　コ
　　ワレテンノ。（年長，5歳8）
　　もちろん，2，2の幼児の質問のあるものにも，この2。3のような調査者の発
問もある。つまり，両方を持っているタイプの反応（譜）もある。
2．4　その他，変った話し方のタイプを見ると，次のようである。
2，4ユ　全体が質問的な言い方
　○サン。コレ　ナンダロウナ？／くまね。／クマ？／ん。／クマガネー（コレ）ネズ
　　ミ？／うん。／ソイデ　トラックニ　クマガ　ヒカレチャッタノ？　（年少，4歳
　　5）
2．4．2　話がそれていくもの
　○エートネ…／これは侮？／エット　ブタ。／くまね。これは？／エートネ　クサ。
　　／くまとねずみがどうしたんでしよう。／エットネ　ナカ（二）ハイッテタノ。ネ
　　ズミ；　ボクンチニ　ネズミイナイ。ネズミ　イ（ジ）ワルサ　スンノ。（年少，3
　　　歳5）
2．4．3絵に依存した話し方
　○クマガネ　コウ　イテネー　m一ト　ウサギガネ　コウ　トコ　イッテネ　ウーン
　　コウネ　（スグ）　ココヘ　キテネー　ウー　クマガ　ミテネー　ウーン　クマトネ
　　エート　ウサギガネ　コウイウニ　ナッチャツタノ。（年少，4歳4）
　○アノネ　クマガネズミヲ　オイカケテネ　ネズミガ　ココニ　イッテネ　ネズミ
　　ト　クマガ　トラックニハネトバサレチャッタノ。（年長，6歳5）
　　下線のところを「どうろ」とか，「じどうしゃにはねとばされた」という
　ふうにことばで書わないで，絵に依存して，指示語の「ここ」「こう」など
　を用いて話すのである。まだ語彙の発達が不十分だということもあろう。
　このような場合幼児の発話がいくつから成立しているか，発話を構成する文
数はいくつか，文と文の連結のしかたはどうか，を見ていくことにする。
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　　3　いくつの発謡と文から成っているか
　　幼児は，「くまとねずみ」の絵をいくつの発話で話しているか，その発話は，
何文から成っているかを調べてみる。
　3．1一発話一文で話している　　「ワカラナイ。」「ジドウシャ。」というよ
　　うに一語文で話している場合もあるが，大部分が複雑な一文から成ってい
　　る。前にのべた調査者の発問が入らない形式である。年長児に多い。
　　○チッチャイ　クマガネ　ネズミヲ　ミツケテネ　オチョラカラ　トンデネ　ネズミ
　　　モ　トンデネ　オイカケテネ　トラックガ　キタノ。（年少，3歳11）
　　○コレハネ　クマサンガ　ネズミ　イッピキネ　ツカマエヨウト　オモッテネ，シタ
　　　ラネ　ネズミガ　ココヘ　イッチャッタカラネ　クマサンガ　オコッテネ　ソシテ
　　　ネ　クマサンガネ　トラックト　ブツカッタノ。（年中，5歳）
　　○エートネ　クマガ　ネズミ　オッカケテル　トコニ　トラックガ　キテネ　クマガ
　　　ブツカッテネ　ネズミモ　ブツカッテネ　トネ　ト　ケガー　シタノ。（年長，5
　　　歳11）
　　　最後の年長児の例は，「クマガ　ネズミ　オッカケテル　トコニ」と連体
　　修飾語形式を用いて，要鎮よく簡潔にのべている。
　3．2一発話二文で話している　　これも年長児に多い。接続詞で文と文が連
　　結されるのである。次の年少児のような例は少ない。
　　○コレネ　ブタ　ウーントネ　クマチャンガネ　マッテーッテ。ジドウチャガ　ァブ
　　　ナーイ　ピューイダッテ。（年少，3歳10）
t　Oコレハ　ドンクマサンガネ　ネズミ　タベエルトネ　ウントー　ウントー　ネズミ
　　　オイカケテルノ。ソイデ　ダンプカーガ　キテ　アブナイーッテユッタラネ　ヒカ
　　　レチャッタノ。（年中，5歳1）
　　○ソレハネ　クマガネ　ネズミガ〔を〕ネ　オイカケテルノ。ソウシテネ　クルマナン
　　　カ　ハシッテル　トコニネ　シラナイデデタカラネ　ウーーント　ダンプカー＝
　　　ブツカッチャッタノ。（年長，6歳4）
　3．3一発話三文で話している　　これは年長は少なくなってくるが，年中は
　　3．1，3．2に劣らず使用している。
　　○ウントネ　クマガネ　ハジメネ　ネズミ　ツカマエル　トコダッタノネ。ネズミ
　　　ツカマエナカッタノ。ソイデネ　ジドウシャガネ　アレ　フタツ　トロウト　オモ
　　　ッタラ　トレナカッタノ。（年少，4歳1）
　　○ウサギガ　イッタカラネ　ウーン　クマガ　ツイテ　キタノ。ソイデネ　ウサギガ
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　ネ　ドウロニ　カケダシタカラネ　クマモネ　カケダシテ　イッタ　コト。ソイデ
　　ウサギガネ　ジドウシャン　トコネ　コウ　イッタラネ　ヒカレ貸主ラネ　ウーン
　　ト　クマガネ　ンー　スワッテタラ　ブツカッテネ　ウーウー　トランクノ　オジ
　サンガネ　ココニ　ジャーッテ　シチャッタノ。（年中，5歳3）
　○クマガネ　ネズミヲ　オイカケテンノ。ダンプカーニ　クマ　ヒカレチャッタノ。
　　ソウシタラ　トビアガッチャッタノ。（年長，5歳8）
3．4一発話が四文以上のもの一一：六文の例をあげる。年中児は，ものの名前
にのみ反応している。年長児のは，くまは「大きい」，ねずみは「小さい」と
修飾したり，ねずみの走る様子を「チョコチsコ」と表現したりして細かく
話している例である。
　○コレ　クマデショウ。／うん。／ネズミデショウ。／うん。／クマデショウ。／そ
　　うね。／ネズミデショウ。／うん。／クマトネ　ジドゥシャトネ　ネズミガ　イル
　　ノ。／くまとねずみがどうしたかお話できる？／デキナイ。（年中，5歳2）
　○アノネ　クマガネ　ネズミヲ　タベヨウト　シテネ　アノネ　クマガ　オッカケテ
　イッタンダッチ。ネオオキイカラ　アノネ　カケンノガオソカッタンダッテ。
　　ソイデネ　アノネ　ネズミハ　チッチャイカラ　チョコチョコネ　カケテ　イッタ
　　ンダッテ。ソイデオオドオリニ　デタンダッテ。ソィデアノネ　クマハネ　ジ
　　ドウ　トラックニネ　ブツカッテネ　アノネ　ネズミハネ　クマノネ　ミミノ　ト
　　コロヲ　ブツカッテネ　アノネ　ジドウシャノネ　ウシPヘネ　アノネ　アノネ
　　ノソカッチャッタノ。ソイデネ　アノネ　クマハネ　アノネ　ヒカレチャッタ（ノ）。
　（年長，　5歳11）
3．5　二発話からなっているもの一一これには，（a）まず調査者に質問してのち
話しはじめ，のちの発謡は一文から二文，三文以上八文からなるものであ、
るQ
　Oコンド　コレ？／こっちからよ。／ントネ　クマガネ　ネズミ　オイカケテネ　ネ
　ズミガ　ココカラ　ピョント　トンデネ　ソレデネ　クマガネ　トベナインデネ
　　ソレデ　オリタラ　ドッカーン。（年中，4歳3）
（b）調査者の発問が入って，発話が二つになっているもの。発話を構成してい
る文は，一文から五文まである。
　○エットネ　ブタ。／ねずみなのね。くまとねずみがどうしたの？／ウントネ　セン
　　ソウン　トキニネ　ハシッテネ　アルイテ（ル）　モッテノレノ。ソレデネ　ジドウシ
　　ャニ　シカラレタノ。〔ひかれたこと〕（年少，4歳1）
○クマガネ　ネズミヲ　オイカケテル　ドコ。／それで？／ソイデネ　ネズミガネ
　　ミチン　ドコ　アルイテタラネ　トラックガキテネ　ウント　コグマトネ　ネズ
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　　ミガネ　コmンジャッタノ。（年長，5歳7）
　（a）の質問がはじめにある例は年長児に多く，発問の入る例は年少・年中児に
　多い。
3．6　三発話以上からなるもの～年長児には少なくなる。年中児は五発話以
　上のものは少ない。年少児は，年中・年長児より多い。（衰参照）
　○じゃこの絵は？／ナニカ　ワカンナイ。／くまなのよ。／クマ。コレa？／ねず
　　み。／ネジュミ。ソノ　ツギハ　コレ。クマ；　コレハ？／どうろ。／（ロ）ウロ？
　　ジャ　コレハ？／ねずみ。／ネズミ。コレハ？／なんでしょうね。／コレ　ジドゥ
　　シャ。コレ　ヒカレチャッタノ。ネズミが三ソウナノ。（年少，3歳7）
　　年少児は前にものべたが三こまの絵で表わされている話の筋に反応するよ
　りも，描かれている絵のヂもの」に反応する傾向がある。そして，一発話が
　短かく，文も単文なのである。年申児にも次のような例が兇られる。まだ，
　幼児音のめだつ幼児である。
　○アッ！　クマー。／こっちからよ。／ドングマタン？／うん？／ドングマタン？
　　ネズミ　ッカマエテンノ，コレ？／そうらしいわね。で，どうしたの？「ボクノ
　　オトモダチ」ッテ　ユッテンノカナー？　アッ！　ダンプカー　オチテンノ　コレ
　　＝　ダンプカーヲ。オ（チ）テンノ。／押してるの？／ウン。／どうして押してるの
　　？／アラッ！　コレ　ドングマタン　ドウチタノ，コレ？／どうしたと思う？／ネ
　　ズミタント　ドングマタン　ドウチタノ？／どうしたんでしょう？／ダンプカーニ
　　ゥン1・　一「トマ　トマレ」ッテ　ユエチャッタノカナ？（年申，4歳1）
　幼児が三こまの絵を見て話す場合，以上のような発話と文の形式をもって話
しているのである。これは，「くまとねずみ」の絵ばかりでなく，岡じときに
行なったもう一つの三こまの絵「男の子と花」の揚合にも，似た傾向が見られ
た。（「男の子と花」の三こま¢）絵図は，『幼児の文構造の発達314ぺ参照）。年
齢別に発話数と文数の割合をパーセントにあらわして，次表で比較する。
　　　鱗捌縣謙と文数囎恰　（i，1…）蔵議門下害醗の
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　表から言えることをまとめてみると，発話と文数については次のようであ
る。年長児は一発話を一：文で話すのがいちばん多く（一文と雷っても一語文で
なく，畏い文である），ついで一発話二文であり，それも，せいぜい二発話四
文までのところに集中している。一発話ですませている人数が七割を占めてい
るのである。
　年申児にもそのような傾向はあるが，一発話一文は年長よりうんと少なくな
っている。一発無二：文も年兎々より少ない。そして，それらと同じくらい一発
話三文，二発話二文がある。広がIPからいうと，八発話十文と，年長児よりば
らつきの傭が広い。（年長児は五発話六文までである。）
　年少児になると，…一発話一文，二発話二文，三発話三文，四発話四文という
のが同じぐらいに多いほうで，十三発話十三文などというところまで広がって
いる。発話の構造が安定していないのが特色である。一文も短いということに
なろう。
4文と文の連結の購造
　文と文を連結する場合，接続助詞で連結する場合と，接続詞でする場合と，
両方を驚いて連結する場合の三とおりがある。幼児はどのような連結のしかた
を謂いて話しているのだろうか。「くまとねずみ」の資料をも使っている『幼
児の文構造の発達譲（前出）で調べた「複文の構造と用法」「接続詞の用法」か
ら，接続三二と接続詞についての幼児の用法を見ていくと以下のようである。
　複文構造の場合，①一つの接続助詞によって連結するときの接続助詞は，年
齢を問わず「て」が多用され，ついで，「から」で，但し，年少は「から」の
佼用が少なく，「どうして？」という調査者の質問に対して「アブナイカラ。」
「ヤサシイカラ。」という理由文（あるいは「から文末」とも雷える）を用いて
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答えているのである。ついで，年齢を問わず「たら」（これも仮定の使用はわ
ずかで，時鳥的に前σ）こととか理由を表わす）を用いている。ついで，「けど」
は，年少・年申児は使用が少ないが，年長児は用いている。「ので」「のに」は
年中・年長児のうちわずかな幼児しか使用していないのである。
　（2）二つの接続助詞によって文が連結されている場合も，やはり「～て～て～」
の連結のしかたが多いのである。意味的にみても，時閥的順序・並列の言い方
が多い。原因結果をあらわす二合も，「て」を用いているのである。
　接続詞については，本来の意味で接続詞を使っている場合ももちろんある
が，開投心的使用，別の意味のところに使用という例があんがいある。接続詞
の中でも一番よく使用している「それで」は，AだからBという面訴と結果を
結合する意味に使う場合に用いるのが正しいのだが，「そして」「それから」
「そしたら」「その他」の意味のところに使っていたりする。
　接続助詞および接続詞の両方を使っている場合のうち，fて十それで」の形
式については，町ので」の接続助詞を使用する前の過渡的現象か，あるいは，
「て」で「ので」の代用をさせ，「それで」は間投詞的利用に過ぎないのか』
などという意味のことも前書（218ぺ）でのべたが，この「て十それで」の形
式を年長児はよく使用して，文を連結させているのである。次に，rくまとね
ずみ」の絵を見て話した場合の文の連結のしかたを，例をあげてみることにす
る。下線の部分が連結のために使用された接続助詞及び接続詞である。
　4，1　接続助詞も，接続詞も使用しないもの一年少・年中児に多い。
　○コレ　クマ。コレモ　クマ。コレモ　クマ。（年少，4歳2）
　○カケテル　トコロ。／これは？／ジドウシャ　ハシッテル　トコロ。（年1中，　5歳
半　2）
　○クマガネ　マタネ　ネズミン　トコ　ミテンノ。ジドウシャガ　コワレテンノ。
　　（貸三長，　5歳8）
　絵を関係づけて話さず，ことがらを並べているだけなのである。
　4．2　接続助詞を使用しているのが一つきりのもの～この三こまの絵の話
　としてはこれだけでは不十分な言い方である。（以下a）用例の接続助詞のと
　ころにつけた下線は，いわゆる重文（一本線）と複文（二本線）のちがいを
　あらわしたものであるが，ここではくわしくのべない。文の構造がわかりや
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すく晃られるためにつけたに過ぎない。）
○ナンカ　アッターッテ　サガシニ　イッタノ。（年少，4：歳）
　Orダンプカー　バック　シュルヨ」ッテ　ユッテカラ　コッカラ　デテキタノ。ウ
　　シヤギガ。（年中，4：媛6）
4．3接続助詞を二つ以上使用しているもの　　これには，「～て～て～」あ
るいは「～て～たら～て」とか，「～て～たら～けど～て～」などがある。
文の・講造が複雑になってくるのである。年長児にこのような例がよく見られ
る。一発話一文，一発話二文が年長に多かったのと逓じている。
　○サンバンメ？／うん。／サン。サキー．ネ　クマガ　ネズミヲ　オイカケテネ　ウー
　　ネズミガイテ　クマガキテネ　ネズミネ　ウント　ウント　トラックガキタ
　　カラネ　ウント　ズット．ネ　タッタラ　ッカマッチャウカラネ　ニゲテネ　クマモ
　　キテ．ネ　フタリデブツカッチャッタ。（年災，6歳3）
　　この形式の発話は，年中児にもある。
　○コレハ　ハジメ　ネズミサンガ　イテネ　コンド　クマサンガ　キテ　ネズミサン
　　ガアマリオオキイノデネァノクジラカトオモッチャッテニゲテコン
　　ド　クマサンガ　オイカケテキ　トラックガ　キテネ　キャーッテ　ネズミサンガ
　　イッテ　ウシロカラ　クマサンノ　ウシロカラ　ア．ノ　トラックガ　ドカァント
　　ブツカッチャッタノe（年中，5歳2）
　年少児には，このように複雑につながっている連結の例は少なく，「～て
～て～」の使用携のみである。
　○ウントネー　クマガネ　オイカケテ　ネ．ズミガ　ニゲテネ　一t一…オウチノ（トコ）
　ハイツタノ。（年少，4歳4）
4。4　接続詞のみで連結しているもの　　これは年擾・年中児に比べると，年
少児のほうに多い。
　○クマサントネ　ウサチャンガネ　ントネー　ボールゴソコ　シテル　｝・コ。ソシタ
　　ラネ　クマサンガネ　　トラックネ　　トラックニ　ヒカレチャッタノ。ウサギサン
　　モ；　（魂三少，　3歳10）
○コレ　クマト　ネズミガネ　オイカケッコ　シテンノ。ソイデネ　マダオイカケ
　　ッコ　シテンノ。ソイデ　クルマニネ　ツキトバサレチャッタノ。（年中，5歳1）
　○ネズミガネ　ニゲテ　キマシタ。　クマガ　オイカケテ　キマシタ。オオドオリニ
　　デマシタ。ソシタラ　トラックト　シヨウトツシテ　シマイマシタ。（年長，6歳
　　1）
　接続詞を使ってはいるが，前にものべたように，まちがった使用が多い。
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4．5　接続助詞と接続詞の両方をもっているもの一一これは，年申・年長児と
も使っているが年少児には少ない。
○エトネ　コレハネ　コレト　＝レガ　オイカケテ　キテネ／これとこれって侮？／
　　クマトネジ。ミ．ソシテネジ．ミ淋ピ。ン。享トンダノ．ソシテクマ
　　モ　シュコシ　トンデサ　オイカケタノ。ショシテ　トラックニネ　ウエ　ネジュ
　　ミガ　コウ　ナッテテネ　クマガキューッテ　ヤソテ　ポカーンッテ　ナッチャ
　　ツタノ。（年少，4歳4）
○クマガネズミヲネ　エート　ミタンダッテ。ネズミハネ　ソレヲ　ミテネ　ニゲ
　　タンダッチ。ソシタラ　クマガ　オイツイタノネ。ソシタラネ　ダンプカーガ　キ
　　テネ　ブツカッチャッタンダソテ。ソシタラ　ネズミハ　トビアガッテ　ビックリ
　　シタンダッチ。（年酒，5歳2）
○クマガネ　ネズミヲネ　ン　オイカケテタラネ　ドウロニネ　ネズミガ　イッチャ
　　ッタノネ。ソウシテ　ドウロニ　キタラネ　ジドウシャガ　デテキテネ　ブツカソ
　　チャツタノ。（年畏，6歳2）
4．6接続助詞「て」一ト接続詞Fそれで」の連結をもつもの。
　○ウントネ　ダンプカーガ　キテネ　ソンデ　スナ　アケタノ。（年少，3歳7）
　　この「ソンデ」は「そのつぎに」の意を持つrそれから」あるいは「そし
て」のほうが適当である。
　○ソシテセンmン　トコデ　トマッテネ　ソイデアッチニ　イッタノ。（年少，
　　4歳1）
　　この「ソイデ」もやはP「そのつぎに」の意の「それから」あるいは「そ
して」が適当である。
　rて」のあとの接続詞の部分が「そして」「それから」の例もある。
　○ソレカラ　ネズミガネ　ニゲテ　ソシテ　クマモ　ニゲタノ。（年申，4歳1）
　○ソレカラネ　クマハ　（ハシ）ヲ　ハシッチャッテ　ソレカラ　トマッタノ。　（年
　　串，5議6）
　　「て十それで」をrので」あるいは「から」の理由の意のところに使用し
ている例をあげる。
　○ネコ〔ねこにも見えたらしい〕ガネ　ネズミヲ　ミテネ　オソカケテ　キタンダケ
　　ド〔たら〕ネ　ジドウシャハ〔が〕キテ　ソイデヒカレチャッタノ。（年長，6
　　歳6）
　○クマサンガ　ネズミ　ミッケテネ　ネズミサン　コゥイウ　クサリノ　トコネ　ト
　　ビコエテッテ，クマサン　ソレシラナイデイッチャッテネ　ソイデネ　ジドウ
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　　シャニ　ブツカッタ。（年長・，5歳8）
　　しかし，大部分のFて＋それで1は，年少児の例のように「それから」や
　「そして」の意のところにまちがって使用しているのである。以下の例も。
　○クマガ　ネズミヲ　オイカケテテ　ソトマデ　デチャッテ　ソレデ　ポドウカラ
　　ドウロヘ　デテ〔このヂて」は理由の意である。幼箆はヂから」「ので」を使粥せ
　　ずこのようにのべることが多い。究明したい課題である。〕　ダンプカー＝　ブツカ
　　ツタノ。（年長，　6歳3）
　この絵は，「道路に飛び繊た」と「ダンプカーが来た」の二つが，「はね飛ば
される」原囲（理由）になっているので，閣係づけて話すのがむずかしかった
らしい。年齢によって表現のしかたに差はあっても，まだ，原因と結果を形式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　一
的に正しく結びつけて話せないのがこの期の大部分の幼児の実態なのである。
一　　　一　　　｝　　　o　　　“
　5考察と今後
　三こまの絵を見て幼児が話す揚合の発話の構造の実態を，発話の数と文数，
文と文の連結の構造という観点から見てきたのであるが，これで十分な分析で
あるとは言えない。特に文と文の連結については，絵の内容を理解しているの
だが連結の形式，つまり接続助詞と接続詞の使用法を十分知らないから，正し
く言えないのか，内容を理解していないから表現できないのであるかどうかの
分析がなされなければならないだろう。今後の研究課題にしたい。
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